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教育臨床演習 森下　孟

Clinical Seminar in Educational Space 谷塚　光典

2 通年(集中) 水曜･午後(13:00-17:50) ２年生

教育図書２階講義室 教育Ｅ５０４講義室 演習

該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２６Ｅカリ, ２５Ｅカリ, ２４Ｅカリ, ２３Ｅカリ, ２２Ｅカリ, ２１Ｅカリ, ２０Ｅカリ

教育の専門家に求められる深い教養に根ざした公共的使命感や 　
倫理観

⇔

教育活動を支え、実現する上で不可欠な専門的知識・技能 　⇔

他者と協働して教育活動をつくる社会的スキル 　⇔

理論と実践を往還する省察と改善の態度 　⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 臨床実習に臨む前の研修テーマ設定と臨床実習校での実習前打ち合わせ，臨床実習，臨床実習終了後の
コースごとのリフレクション演習及び複数コースによるリフレクション演習（メンターの参加を含む）
による。

(5)授業計画 第１回：オリエンテーション
第２回：１年次の振り返りと「教育臨床演習」の意義・目的
第３回：事前実地指導（顔合わせ＆配属校ごとの打合せ）
第４回：『教育内容・方法論』にみる授業観察の方法
第５回：『教育内容・方法論』にみる教材研究の方法
第６回：『教育経営』にみる学級経営のあり方
第７～10回：臨床実習（附属長野学校）
第11回：リフレクション演習（発表とディスカッション）
第12回：『教育実習事後指導』でのリフレクション演習参加と目指す教師像づくり
第13回：『教職実践演習』でのポスター発表参加と教職ポートフォリオづくり
第14回：２年次の振り返りと３年次に向けた課題分析
※ 授業計画の詳細については，第１回：オリエンテーションにおいて説明する。

(6)成績評価の方
法

評点を伴わない合否判定
※ 成績評価の基準を満たした場合に「合」とする。

(7)成績評価の基
準

以下の２点をクリアすること。
（1）臨床経験活動への参加（小・中学校：指定時間以上，特支：げんきクラブ）
（2）教職ポートフォリオ・スタンダード（12観点）に基づくレポートの作成による自己課題の明確化

(8)事前事後学習
の内容

事前学習としては，eALPSにアップロードしてある各回の授業での配布物を事前にダウンロードしたり，
eALPSに掲載してある関連URLからWebサイトを閲覧したりすることによって，問題意識を明確にしたうえ
で授業に参画する。
事後学習としては，各回の授業や臨床経験で学んだこと・疑問に思ったこと・疑問に思ったことについ
て調査してわかったこと等をeALPS等に記入し，学生間で共有する。また，定期的に課される課題に取り
組み，eALPS等から提出する。
この授業は90時間の学修を必要とする内容です。従って、60時間以上の時間外学習が必要となります。

(9)履修上の注意 ・所属した学校園における教育活動への参加は，原則として，休業日（土・日・祝日，夏季・冬季・春
季休業）及び学期中は講義の空き時間を利用すること（「教育臨床演習」を理由として他の講義等を欠
席することは認められない）
・（財）日本国際教育支援協会の学生教育研究災害傷害保険・同付帯賠償責任保険に加入すること
・当該科目を履修するにあたって必要となる経費（参加費・交通費・食費・文房具代・保険料等）は学
生の自己負担とする
・学校園教職員や大学教員の指導に従わず，活動を継続することが困難であると判断された場合は，活
動が途中で中止となることがある
・初回授業時に当該科目の説明をするため，適宜メモをとって聞くこと
・別途定める「教育臨床経験科目の受講案内」にしたがって履修などすること

(10)質問，相談へ
の対応及び連絡
先

・附属次世代型学び研究開発センター2F　森下研究室　E-mail：morisita@shinshu-u.ac.jp
　オフィスアワー：（前期）メール予約で随時対応　（後期）メール予約で随時対応
・北校舎2階N211　　　　　　　　　　　 谷塚研究室　E-mail：yatsuka@shinshu-u.ac.jp
　オフィスアワー：（前期）メール予約で随時対応　（後期）メール予約で随時対応

【教科書】 ・森下孟，青木一編著『教師をめざす人のための臨床経験の理論と実践：「臨床の知」が拓く教員養成
課程』北大路書房，2023年，3,000円＋税
・文部科学省『小学校学習指導要領（平成29年告示）』東洋館出版社，2018年，201円＋税

【参考文献】 ・授業の中で適宜紹介する


